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副次的な学籍（副籍）を生かした居住地校交流 ～小中学部での取り組み～ 
教頭  丸山 盟子 

旧年中は本校の教育活動にご理解、ご協力を賜り、ありがとうございました。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。2学期は修学旅行等の泊を伴う活動

や、学習発表会等様々な行事を無事終えることができました。子どもたちの成

長を喜ぶとともに、支えてくださった保護者の皆様に心から感謝申しあげます。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

さて、今回は、副次的な学籍（副籍）を生かした居住地校交流についてご紹介

します。小中学部では、従来から、希望される児童生徒について、本校と小中学校が連絡を取り合い、居住地

校交流を、実施してまいりました。コロナ禍で2年間ストップしておりましたが、昨年度、３年ぶりに、一

部再開することができました。再開と申しましても感染予防を鑑みて、直接訪問することなく、例えば手紙や

写真カード等の交換、オンラインで繋いでリモートで行うなど、できることから取り組みました。 

このような中、兵庫県では、令和５年度より、特別支援学校の小中学部の全ての児童生徒が、居住地の小中

学校に副次的な学籍（「副籍」と呼んでいます）を置き、居住地域と

のつながりの維持・継続を図る仕組みが整いました。居住地校交流を

さらに推進し、同じ地域に暮らす子どもとの繋がりや仲間意識を育む

ことで、共生社会の実現を目指しています。つまり、学齢期に障害のある子ど

もと障害のない子どもが共に学び合うことを通して、大人になった時に、職場で、街

中で、近隣の家庭間で、共に生き生きと働き、気軽に声をかけ合い、日常的な交流の

中で支え合い助け合うことができる社会の実現です。 

上記の方針の下、尼崎市では、令和 5 年度入学の新１年生から段階的に副

籍を導入、市教育委員会が入学前に、副籍校の通知、副籍校での名前の取扱い

等、また、居住地校交流の意向を確認し、小中学校への連絡・調整を行うとし

ています。 

本校では、新入生を含む小中学部生全てに対して、居住地校交流のご希望を

お聞きし、本人保護者と相談しながら、学校間の事前の打合せを十分に行い、

計画的に進めます。 

令和５年度は、小学部で28名が18校と、中学部で３０名が1５校との交流を進めています。今年度は、

直接訪問も含めて、直接あるいは、間接、あるいは直接・間接の両方など、様々な形態での実施が可能となり

ました。小中学校の体育大会や音楽会等へのご案内をいただくことも増え、学びの機会の広がりを実感して

います。副籍の導入により、より積極的に、趣旨に沿った活動となるようお互い調整しながら進めているとこ

ろです。 

今年度の交流の様子の一例をお伝えします。 

★【６月・中学部1年】体育大会を見学しました。入場待ちの同級生にたくさん声をかけて 

 もらい、本人も「がんばって～」と手を振って嬉しそうに応援していました。同じ小学校 

出身のお友達が、他校出身のお友達に◇◇のことを紹介してくれました。（保護者より） 

★【10月・小学部6年生】「やっと、仲間に会えたよ！！」（児童より） 

★【11月・小学部3年生】合奏ではタンブリンで参加しました。事前に譜面もいただき、 

練習をして臨んだものの、ふだん目にすることのない大型の打楽器や、鍵盤ハーモニカ 

の音に驚いてあたりをきょろきょろ見渡していて、演奏どころではないくらい周囲に興味津々でした。（担任より） 

★【12月・小学部5年生（2回目）】学校に到着すると、クラスの児童が職員室や校長室、教室まで案内してくれまし 

た。○○さんに会うことを楽しみにしていたようで、お手紙を書いてくれており「どうぞ」と言って渡してくれ、 

「ありがとう」とお礼を伝えました。（担任より） 

本校および副籍校の両方の児童生徒にとって有意義な学びの機会となるよう、今後とも、ご理解ご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○○さん、何番がいい？ 
１番がいいです！ 

どうぞ 

ありがとう 

合唱を鑑賞する様子 



 

日 曜 学　校　行　事 下　校　時　刻

1 木
販売学習１日目（高等部）
クラブ（高等部）

１４：３０

2 金 販売学習２日目（高等部）
小３以下１３：１０
小４以上１５：００

3 土

4 日

5 月 学部歩行（中学部）
 小１３：１０

中・高１５：００

6 火 地震避難訓練予備日  １４：３０

7 水
1日社会体験（高１）
参観（高２、３）

  １５：００

8 木 クラブ（高等部）  １４：３０

9 金
小３以下１３：１０
小４以上１５：００

10 土

11 日 建国記念の日

12 月 振替休日

13 火 学部歩行予備日（中学部）  １４：３０

14 水
お別れ遠足（小６）
療育相談

  １５：００

15 木 クラブ（高等部）  １４：３０

16 金
小３以下１３：１０
小４以上１５：００

17 土

18 日

19 月 ※火曜日の時間割 ☆１４：３０

20 火
※月曜日の時間割
生徒会選挙（中学部）

☆ 小・高１３：１０
中１５：００

21 水 高等部入学者選考

22 木 高等部入学者選考予備日  １４：３０

23 金 天皇誕生日

24 土

25 日

26 月
全校個人懇談
作品展（～２８日）
卒業生を送る会（高等部）

☆ １３：１０

27 火 全校個人懇談 ☆ １３：１０

28 水 全校個人懇談 ☆ １３：１０

29 木
お別れ遠足（中３）
合格者発表

 １４：３０

2月　行事予定

※行事につきましては、状況によって「中止」または「延期」となる場合があります。ご了承ください。

令和５年度

１日　卒業式練習（高等部）
４日　卒業式全体練習（高等部）
５日　６年生を送る会（小学部）　☆１３：１０下校
６日　高等部卒業式（小、中、高１・２　自宅学習）　☆　１２：１０下校
７日　高等部入学者選考再募集
８日　卒業生を送る会（中学部）
１１日　再募集合格者発表、卒業式全体練習（小、中学部）
１２日　卒業式全体練習（小、中学部）　☆１３：１０下校
１３日　小中卒業式（小５以下、中１・２、高１・２　　自宅学習）　☆１２：１０下校
１９日　短縮授業開始　☆１３：１０下校 、入学説明会（新小１）
２１日　給食終了　修了式（訪問）　☆１３：１０下校
２２日　修了式　☆１１：２０下校
２５日　入学説明会（新中１・新高１）

３月


